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原著

SEP （体性感覚誘発電位）および脳波へのラベンダーおよびペパーミントの
効果

三木佐知子，木ノ桐三知子， 井崎ゆみ子，大蔵雅夫，生田琢己

徳島大学医学部神経精神医学教室 （主任：生田琢己教授）

（平成 9年9月29 日受付）

健常成人男性15 名を対象とし，ペパーミントおよびラ

ベンダーの匂い刺激が SEP （体性感覚誘発電位）と脳波

に及ぼす影響を経時的に記録し，統計的に検討し，研究

した。

1. ペパーミントの匂い刺激によって， SEP 長潜時成分

は潜時短縮し，中～長潜時成分は振幅減少した。脳波

power% は，匂い刺激中に α1 帯域が，匂い刺激後に P
2帯域が減少した。

2. ラベンダーの匂い刺激によって， SEP 中～長潜時成

分は潜時延長し，中潜時成分で振幅増大し，長i替時成分

で振幅減少した。脳波 power% は，匂い刺激後に 0, 0 

およびα帯域で増加し，。2 帯域で減少した。

3. それゆえ，両匂い刺激は GABA 系を介して抑制作

用を呈するが，ペパーミントの大脳白質へのなんらかの

興奮作用が示唆され，ラベンダーでは大脳抑制の結果と

して二次的に視床度質路の神経活動が解放されたのでは

ないかと考えられた。

匂いの情報は嘆覚伝導路を通じて大脳辺縁系，視床下

部に入力され，本能的行動や感情に影響を与える I）。 近

年，匂いの脳機能に及ぼす影響については，脳波2～11) '

事象関連電位6, 7, 12 l, PET (positron emission tomogra-

phy)8,12 ）などによる研究がある。しかし，匂いの大脳誘

発電位へ及ぼす効果についての研究は AEP （聴覚性誘

発電位） 13 ）および YEP （視覚性誘発電位）による研究14 )

の各 1件しかない。本研究では当教室の組織的な大脳誘

発電位研究の一環として，一般にリフレッシュ作用をも

っといわれるペパーミントとリラックス作用をもっとい

われるラベンダーの匂い刺激が，長潜時成分を含む SEP

（体性感覚誘発電位）および脳波に与える効果について

研究した。

研究対象および方法

研究対象

SEP における性別15 ～17 ）および精神疾患18 ）の影響を避

けるために，健常成人男性を対象とした。被験者にはあ

らかじめ本研究について充分な説明を行い同意を得た。

被験者は22 ～39 歳（平均29.1 士4.8 歳）の健常成人男

性15 名であり，全員向精神薬の使用者ではなく，正常脳

波で，喚覚機能に異常はなかった。全被験者について，

ペパーミントおよびラベンダーの匂いによる SEP およ

び脳波の変化を調べた。

2 研究方法

2 ・1 匂いの呈示方法

それぞれ約84 eの室内空気を詰めたポリエチレンの袋

の中で，ペパーミントおよびラベンダーの天然植物精油

のそれぞれ0.013111£ および0.016111£ を電熱板上に滴下し蒸

発させたものを試料とした。この袋を一方通行弁のつい

た麻酔用マスク（五十嵐医科工業）に接続して被験者に

鼻から呼吸させて前記試料を10 分間吸入させた。呼気は

袋内には戻さず tube で誘導して室外に排気した。各被

験者につきペパーミントとラベンダーによる実験

session の聞に数日以上の間隔をおき，ペパーミント，

ラベンダーの順に施行した。

2 ・2 匂いに対する評価

匂いの強さを，「無臭J から「耐えられないほど強い

匂い」まで 6段階で実験終了後に各被験者に評価させた。

また，匂いの快・不快度についても「極端に快」から「極

端に不快j まで 9段階で，同様に評価させた 19 ）。

2 ・3 SEP および脳波の記録方法

各被験者は頭皮上に10-20 国際電極法に準拠して記録

電極を装着した後， 24 ～25 ℃に保たれた shielded room 

の中の記録用椅子に静臥閉眼状態で，右手関節部で刺激

間隔 5秒で経皮的に正中神経を電気刺激して SEP を含
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む脳波を記録した。電気刺激のパルス幅は0. 5msec とし，

刺激の電圧は揖指球筋の収縮関値（平均85. 2±20. 6V, 

範囲42.3 ～ 133. 2V ）とした。電気刺激の 1秒後に弱い

単発閃光刺激，その 2 秒後に弱い単発 click 音刺激を，

さらに 2秒後に次の電気刺激を与えるサイクルを繰り返

して，被験者の意識水準を一定に保たせ，脳波で監視し

た。

記録誘導は， SEP の偏位量による至適電極配置として

の総合優先順位 l位の単極誘導 （c 3 ’→A 1 + 2 )2 0)' 

及び Shagass 2ll の部位を日本人に合わせて改変した誘導，

つまり頭頂より 6.5cm 左側（刺激対側）に位置する傍矢

状線上で， 2cm 後方の C3 ’と 5cm 前方の F3 ’を結

ぶ双極誘導（C 3 ’→F3 ’） 16 ）を用いた。

SEP を含む脳波は，両記録誘導から誘導され，前置増

幅器 AB-622M （日本光電）を用い，時定数0.1sec ，高

域 filter 1 OOHz で， hum 除去機構を作動させず増幅され，

電気刺激と同期する trigger pulse とともに Data Recorder 

RX-50L (TEAC ）で録磁した。

SEP を含む脳波の記録は，匂い刺激前，匂い刺激中，

匂い刺激後15 分，および匂い刺激後30 分から 10 分間にわ

たって計 4 回，約 1時間にわたって記録された。

2 ・4 データ処理方法

2 ・4 ・1 SEP のデータ処理方法

録磁された SEP を含む脳波を，前記 Data Recorder に

より，筋電図などの artifact を視察により除去しながら

再生し，加算平均装置（ATAC-210, 1024address ×2 2°bit, 

日本光電）で，解析時間1024msec にて100 回加算平均し

て個々の SEP を記録し， Computer (PANAFACOM U-

llOO ）によって digital data として floppy disk に録磁し，

さらに Computer で data 処理した。個々の SEP 波形はす

べて，記録機器系の状態を含む脳外の諸条件による基線

の偏りや傾斜を最小二乗法により基線からの各瞬時値の

2乗和が最小になるように修正した。

2 ・4 ・2

( 1 ）群平均 SEP の検討

両記録誘導別に，各記録時間について，全15 被験者の

SEP 波形を総加算平均した群平均 SEP ( Group Mean 

SEP) 16 lを求め， CRT (cathode-ray-tube ）上で，対応する

健常成人男性100 名の composite SEP22 lと重ねて表示し，

Saletu ら23）の命名法も参考にして，視察により陽性頂点

Pl ～P 8 (P : positive peak ），陰性頂点 Nl ～NS (N: 

negative peak ）の成分を特定し，その潜時および振幅の

変化を検討した。
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( 2 ）各被験者の SEP の検討

CRT 画面上にて各被験者の SEP を両記録誘導別に対

応する記録時間の群平均 SEP を基準として重ねて表示

し，各被験者の SEP の各成分を視察により特定した。

また，各被験者の各記録 session について，両記録誘導

別に，各記録時間における匂い刺激前値と匂い刺激中お

よび匂い刺激後の各記録時間の計測値の差を Wilcoxon

signed-ranks test によって検定した。また，匂い刺激中お

よび後の刺激前の計測値に対する比 （%）の平均を求め

た。

2 ・4 ・3 脳波のデータ処理方法

各記録 session の各記録時間において，両記録誘導か

ら磁気 tape に録磁された脳波を， AID 変換し FFT （高

速フーリエ変換）法を用いてサンプリングレート 128Hz,

512point で各 4 秒間の 8 エポック （32 秒）について0.25

Hz 刻みに周波数解析を行い 絶対パワー値を算出した

(Dell333s/L ）。 周波数帯域は2.0Hz から30.0Hz までを

分割して 8 (2. 0～3. 75Hz ），。（4. 0～7. 75Hz ）， α1 (8. 0 

～9. 75Hz ）， α2 oo. o～12. 75Hz), ~ 1 (13. 0～19. 75 

Hz), ~ 2 (20. 0～30. OHz ）の 6 帯域ごとに power% を

求めた。そして，匂い刺激前 power% の平均と匂い刺激

中，匂い刺激後の各記録時間の power% の平均の差を

Wilcoxon signed-ranks 舵st によって検定した。また，各

周波数帯域の匂い刺激中，匂い刺激後の各記録時間の

power% 平均の匂い刺激前 power% 平均に対する比を求

めた。

2 ・4 ・4 SEP と脳波 power% との相関

SEP 各成分の平均潜時及び頂点間平均振幅と脳波の各

周波数別 power% との相関係数を求めて検定した。

研究結果

1 匂いに対する評価

6段階匂い強度表示法で、ペパーミントとラベンダーの

匂いについてそれぞれ各被験者に匂いの強度について評

価させた結果，いずれの匂いでも 15 名中14 名の被験者が

2 の「何の匂いかわかる，らくに感じる弱い匂いj から

3 の「明らかに感じる匂ぃ」を選んだ。そこで，各被験

者が感じたペパーミントとラベンダーの匂いの強度に大

きな隔たりはなかったものと判断された（表 1）。また，

9段階法で快・不快度について評価させた結果，ペパー

ミントでは＋ lの「やや快j から＋ 2 の「快J と答えた

者が10 名であったのに対して，ラベンダーでは14 名であ

り，ラベンダーの匂いのほうが快であると感じた被験者
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がやや多かったが，各被験 表1 6段階におい表示法

におい強度 においの強さの感じ ラベンダー ペパー ミント

。 無臭 O 人 O 人

者が感じたペパーミントと

ラベンダーの匂いの快・不

快度に大きな隔たりはなく，

いずれの匂いについても不

快と感じた被験者はいな

何のにおいかわからないが，ややかすかに何かを感じる強さ

2 何のにおいかわかる，ら くに感じる弱いにおい 5 6 

3 明らかに感じるにおい 9 8 

4 強いにおい 。 。かった（表 2 ）。

2 群平均 SEP 5 耐えられないほど強いにおい 。 。
両誘導から記録されたペ

パーミント ラベンダーの

匂い刺激前の群平均 SEP は，著明な N 1, P3 ～N4, P 

6, N6 を含む概ね 4 相性の輪郭を呈し， P l ～PS, N 

l ～NS の成分が特定された（図 1）。

ペパーミントでは，両誘導ともに匂い刺激中から後に

かけて， PS ～ N6 成分で潜時短縮がみられ，頂点問振

幅は概ね減少する傾向を示した。また，単極誘導では，

匂い刺激中から後にかけて， N3, N4 が陽性変位し， PS

～P6 が陰性変位した。

ラベンダーでは，両誘導ともに匂い刺激中から後にか

けて， P2 ～ N3 成分と P7 以降の成分の潜時延長がみ

られた。頂点間振幅は単極誘導では N2 -P3 が減少

し，双極誘導では P2 -N 2 が減少し，両誘導で P6 以降

の成分の頂点間振幅が減少する傾向がみられた。また，

単極誘導では，匂い刺激中から後にかけて， N3, N4 

が陽性変位し， PS ～P6 が陰性変位した（図 1）。

3 各被験者の SEP の変化

匂い刺激前の各被験者の SEP は基本的には対応する

記録誘導の匂い前群平均 SEP 波形に準じており，概ね

p l ～PS, N l ～NS の成分を特定することができた。

計15 人 計15 人

表2 快・不快度

ラベンダー ペパーミ ント

+4 極端に快 O 人 O 人

+3 非常に快 。 。
+2 ’快 8 6 

+l やや快 6 4 

。快でも不快でもない 1 5 

- 1 やや不快 。 。
一2 不快 。 。
-3 非常に不快 。 。
-4 極端に不快 。 。

計15 人 計15 人

3 ・ 1各被験者の SEP の潜時の変化

ペパーミントでの各被験者の SEP の成分潜時の有意

な変化は長潜時成分の短縮のみであり，単極誘導では匂

い刺激後15 分で P5 双極誘導では匂い刺激後15 分で P

6 ，および匂い刺激中に N6 で成分潜時の有意な短縮が

みられた。ラベンダーでは SEP の成分潜時の有意な変

図 l ペパーミ ント，ラベンダーの匂い刺激前，匂い刺激中 匂い刺激後15 分匂い刺激後30 分の全15 被験者の単極誘導群平均 SEP
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縦軸は基線からの振幅 （50μV= 12800 ）。横軸 （時間軸）は対数目盛。
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化は中～長潜時成分の延長のみであり，単極誘導では匂

い刺激後に P3, N3, P7 ～N8 で，双極誘導では匂い

刺激中に Nl ，匂い刺激後30 分で P3 ，および匂い刺激

中から刺激後に P7 以降の成分で有意な潜時延長がみら

れた（表3 ）。

3 ・ 2 各被験者の SEP の振幅の変化

ペパーミントでみられた頂点間振幅の有意な変化は

中～長潜時成分での振幅減少であった。単極誘導では，

15 頂点間振幅中 P4 -N 4 から N7 -PS までの範囲の 5
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頂点間振幅で有意に振幅減少したが，そのうち N 4 -p 5, 

P6 -N6 は匂い刺激中から刺激後へかけて持続的に有意

に振幅減少した。双極誘導でも N 1 -p 2 から N6 P7 

までの広い範囲にわたって15 頂点間振幅中 5頂点間振幅

で有意に振幅減少したが，そのうち P6 -N6 は匂い刺

激中から刺激後へかけて持続的に有意に振幅減少した。

ラベンダーでは，両誘導で P2-N2, N2-P3 の中潜

時成分では有意に振幅増大した。また，単極誘導では

P4 -N 4 から P6 -N6 までの範囲で長潜時成分の 5頂点

表3 ペパーミントおよびラベンダーによる SEP 各成分の潜時の変化

ペパーミント フベーンダー

単極誘導（C3 ・→A1+2) 双極誘導（C3 ・→F3') 単極誘導（C3 ’→A1+2) 双極誘導（C3 ’→F3 ・）

MEAN DU AF15 AF30 MEAN DU AF15 AF30 MEAN DU AF15 AF30 MEAN DU AF15 AF30 

p 1 14.4 11.8 15.0 12.5 

N "l 20.0 20.4 19 .8 19.8 

p 2 27.2 30 .1 27 .1 30.4 

N 2 32.1 37.2 31.4 36.5 

p 3 45 .2 48.6 45 .9 45.3 

N 3 68.5 78.9 69.9 ↑↑ 79.1 

p 4 100.0 108 .6 97 .9 104 .7 

N 4 131.9 136.1 127.4 128.1 

p 5 185.5 183 .6 178 .7 171.8 

N 5 228 .0 223.4 216.1 213.9 

p 6 266 .3 271 .8 255 .5 263.9 

N 6 357.2 338 .1 ↓↓ 331.4 328.3 

p 7 419.3 395 .6 358.4 383.2 

N 7 441.5 436.8 418.1 427.3 

p 8 516.4 483 .7 495 .8 465.9 ↑↑ 

N 8 562.9 546.2 532.6 501.7 ↑↑ ↑↑ 

全15 被験者の両記録誘導から記録された SEP 各成分の匂い刺激前平均潜時（MEAN) (msec) と匂い刺激による変化。匂い
刺激中と匂い刺激後 2 凪の計測値の匂い刺激前潜時（msec) と匂い刺激による変化。匂い刺激中と匂い刺激後 2 回の計測値

の匂い刺激前潜時との差の Wilcoxon signed ranks test の結果。（↑： p<0.05, ↑↑： p<O. 01, ↑， ↓は各々延長，短縮を表
わす）。DU, AF15, AF30 ：各々匂い刺激中，匂い刺激後15 分，匂い刺激後30 分

表4 ペパーミントおよびラベンダーによる SEP 各成分の頂点間振幅の変化

ペパーミント ラベンダー

単極誘導（C3 ＇→A1+2) 双極誘導（C3 ・→F3') 単極誘導（C3 ’→A1+2) 双極誘導（C3 ・→F3')

MEAN DU AF15 AF 30 MEAN DU AF15 AF 30 MEAN DU AF15 AF 30 MEAN DU AF15 AF 30 

P1-N1 360.4 378.6 300.4 330.0 

N1-P2 710.5 1404 .5 662.3 1192.5 

P2-N2 460.0 432 .6 390.9 228.0 

N2-P3 1388.1 750.0 1224.4 911.0 

P3-N3 2028.0 1603 .2 1985.2 1910.4 

N3 司 P4 1434.1 840.6 ↓↓ 1278.2 972.5 

P4-N4 1500 .7 800.7 1547.4 710.4 

N4-P5 2255.4 ↓↓ ↓↓ ↓↓ 636.3 1949.6 847.6 

P5-N5 749.0 667 .6 1111.4 726.9 

N5-P6 894.5 564.7 1223.4 670.7 

P6-N6 2059.5 ↓↓ ↓↓ 895 .5 l l ↓↓ ↓↓ 2068 .1 ↓↓ l l 810 .4 

N6-P7 903.8 730 .1 ↓↓ 714.0 615 .2 

P7-N7 836.1 398.8 694.7 388.4 

N7-P8 1225.1 ↓↓ ↓↓ 454 .7 804.5 387 .1 

P8-N8 592.4 514.3 510.9 303.7 

全15 被験者の両記録誘導から記録された SEP 各成分の匂い刺激前平均頂点間振幅（MEAN) (50μV=l2800 ）と匂い刺激に
よる変化。匂い刺激中，匂い刺激後 2 回の計測値の匂い刺激前頂点間振幅との差の Wilcoxon signed ranks test の結果。（↑：

p<0.05, ↑↑： p<0.01, ↑， ↓は各々増大，減少を表わす）。DU, AF15, AF30 ：各々匂い刺激中，匂い刺激後15 分，匂い
刺激後30 分
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間振幅が有意に振幅減少したが， P6 -N6 は匂い刺激中

から刺激後へかけて持続的に有意に振幅減少した。双極

誘導では，長潜時成分の P6 -N 6だけが有意に，しか

も匂い刺激中から刺激後へかけて持続的に有意に振幅減

少した（表4）。

4 脳波の定量的周波数分析の結果

ペパーミントでは，単極誘導では匂い刺激15分後に

~ 2 power% が有意に減少，双極誘導では匂い刺激中に

α1 power% が有意に減少した。ラベンダーでは，単極

誘導では匂い刺激30分後に日2power% が有意に減少し

たが，双極誘導ではどの周波数帯域でも有意な変化はみ

られなかった。両誘導で，匂い刺激後に， o, e，α1 ' 

α2 power% が増加する傾向があった（表5）。

5  ・ 1 SEP 各成分の潜時と脳波の周波数帯域別 power

%との相関

ペパーミントでは，単極誘導では，中潜時成分のうち

最も潜時の短いN 1 潜時は α2帯域と強い有意な正相関

があり， P2, N2潜時は 0帯域と負相関があった。長

潜時成分P5潜時は日2帯域と強い有意な正相関があり，

N7潜時は8帯域と有意な正相関があった。双極誘導で

は， N1, P2潜時は αl ，α2, ~

関があり， P3潜時は 0帯域と正相関， P8i 替時は 8帯

域と正相関があった。

ラベンダーでは，単極誘導では，短i替時成分P l潜時

はα2帯域と負相関があり 中潜時成分のうち最も潜時

の短いN ~ 1, ~

N3 以降の長潜時成分の潜時は 8，。帯域とは正相関，α1

より速い周波数帯とは有意な負相関があった。双極誘導

では， N 1 i替時は 0帯域と強い有意な正相関があり，長

三木佐知子他

~

（表6）。

5・2 SEP 各成分の頂点間振幅と脳波の周波数帯域別

power% との相関

ペパーミントでは，単極，双極両誘導を合わせてみる

と，中潜時成分の頂点間振幅N 1 -p 2は0帯域とは負

の， N3 ~

N 5 -P6 以降の長潜時成分の頂点問振幅はα2以降の徐

波帯域とは有意な負相関があった。

ラベンダーでは，単極，双極両誘導を合わせてみると，

中潜時成分の N 1 -p ~

N3 -P4 はO，αl帯域とは有意な正相関があった。長

潜時成分のP5 -N 5は8帯域と有意な正相関， P7 -N7 

~ -N 8はo, e 
帯域とは有意な負相関， α2帯域とは有意な正相関が

あった（表7）。

考察

ペパーミント精油はメントール24) ラベンダー精油は

酢酸リナリル25）が主成分であり これらの芳香化合物は

血液脳関門を通過しやすく，中枢神経系への親和性が強

い26）ことから，中枢神経系に対し直接作用を及ぼすこと

も考えられるが，本研究で、のペパーミントおよびラベン

ダーは，低用量の精油を吸入によって与えたため，血液

中に移行した匂い物質は微量であると推測され，喚覚系

を介して人体に作用したと考えられる。

嘆覚の経路については未だに不明な点が多いが，旧世

界ザルでは，匂いの情報は喚球を出て前梨状皮質，扇桃

体，などの辺縁系に入力するが，①視床（背内側核）を

表5 ペパーミントおよびラベンダーによる脳波のpower% の変化

周波数帯域（Hz) 0 。 α1 α2 β1 β2 

(2.0-3 .75) (4.0-7 .75) (8.0・9 .75) (10 .00-12 .75 (13.0 ・19.75) (20 .0-30.3) 
p E 単極誘導 DU/ 8 E 1.17 1.00 1.06 0.88 1.05 1.23 

(C3 ・→A1+2) A 15/B E 0.95 1.03 1.19 1.03 1.03 0.95 ・
A30/B E 1.40 1.27 1.10 1.02 1.12 0.88 

双極誘導 DU/8 E 1.23 0.97 0.92・ 0.97 1.07 1.24 

(C3 ＇→F3') A15/B E 0.98 0.94 1.16 1.22 1.00 1.03 

A30/B E 1.25 1.21 1.23 1.00 1.07 0.98 

LA 単極誘導 DU/8 E 0.96 095 1.38 1.54 1.02 1.12 

(C3 ・→A1+2) A15/B E 1.01 1.04 1.33 1.54 1.09 0.92 

A30/B E 1.15 1.28 1.29 1.11 1.09 0.87 ・
双極誘導 DU/8 E 1.16 1.16 1.06 1.18 1.00 1.04 

(C3 ＇→F3') A15/B E 1.01 1.09 1.26 1 11 1.05 1.00 

A30/B E 1.18 1.16 1.21 1.07 1.14 1.02 

両記録誘導における各周波数帯域の匂い刺激中（DU/BE），匂い刺激後15分 （Al5 /BE），匂い刺激後30分
(A30/BE ）のpower% の匂い刺激前のpower% に対する比の平均。およびその差の Wilcoxon signed ranks test 
の結果。（右添えの＊印，＊P<0.05, * *P<0.01 ）。 PE ：ペパーミント， LA ：ラベンダー
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表 6 匂い刺激中，および後の各 SEP 成分潜時と脳波の power%
の相関

p 1 N1 P2 N2 P3 N3 P4 N4 1 PS NS P6 N6 P? N? PB Na 

0 

単 8 ↓↓  

P 極 Q' 1 

E需 a 2 ↑↑ 

司臨 β1 

E β2 ↑↑ 
E 、、

双 (j 

極 Q' 1 

1需 a 2 ↑↑ 

理‘ β1 

lβ2 ↑↑↑ 

p 1 N1 P2 N2 P3 N3 P4 N4 PS NS P6 N6 P? N? PB Na 

0 ; ↑↑  

単 8 I 

L 纏

医｝ i E持
導 β1 ↑↑！ 

A~/ 
ヌlx (j ↑↑ 

極 la 1 

t需 a 2 , 

導 β1 :

β2 i 

両記録誘導から記録された SEP 各成分のi替時と，同一記録誘導
からの EEG の各周波数帯域別 power% との相関係数の検定結果。
（↑： p<0.05, ↑↑： p<O. 01, ↑， ↓はそれぞれ正，負の相関

を表わす）。

表 7 匂い刺激中，および後の SEP 各成分の頂点間振幅と脳波
との相関

P1N1 N1P2 P2N2 N2P3 P3N3 i N3P4 P4N4 N4P5 PSNS N5P6 P6N6 N6P7 ,P7N7 N7PB PBNB 

0 
8 』l

S書
L竺1
a ，ι 、

漉 βl

E e2 
8 

i J.x 
/1 極

t号＜＞ 2

導 β1

β2 ' 
占

: L 糧園風
~ 

ト2βai！” 

β2 

0 
J.x 8 
纏 al

偶 a2

場；ββ21 

両記録誘導から記録された SEP 各成分の頂点間振幅と，同一記
録誘導からの脳波の各周波数帯域別 power% との相関係数の検定
結果。（↑： p<0.05 ，↑↑： p<0.01 ，↑，↓はそれぞれ正，負
の相関を表わす）。

経由し眼寓前頭皮質の嘆覚領 CPOF (centroposterior 

orbitofrontal co 巾 x）へ到達する経路，②視床を経由しな

いで眼寓前頭皮質喚覚領 LPOF (lateroposterior orbitofron-

tal cortex ）へ到達する経路，③外側視床下部に至る経路

が確認されている 19 ）。また，嘆球を出た二次嘆覚線維群

は大脳辺縁系に達し 新皮質と脳幹の網様体運動系に

種々の経路でインパルスを送るという報告27 ）もある。本

研究のペパーミントとラベンダーの匂い刺激も喚覚系を
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介して脳幹部，視床，大脳辺縁系および大脳にそれぞれ

作用し， SEP および脳波に影響を及ぼしたものと考えら

れる。

本研究では SEP 成分を， 20msec までの短潜時成分，

20msec ～10 白nsec までの中潜時成分 lOOmsec 以後の長

潜時成分に分けて考えた。つまり，本研究では，短潜時

成分は Pl 成分，中潜時成分は N I～N3 成分，長i替時

成分は P4 以降である。 SEP の起源については約20msec

までの短潜時成分は皮質下起源の電位であり 28 ），覚醒水

準29 ），麻酔剤30 ）などの影響を受けにくいとされる。それ

以後は，早期に出現する成分ほど刺激対側の大脳度質感

覚野の上肢支配領域直上の頭皮上付近に限局するが，潜

時lOOmsec 以降の頭皮上分布は vertex で最高電位を示し，

左右対称性に広範囲となり，音や光刺激による反応との

共通性をもってくる。これらの特徴より加藤31 ）は， i替時

lOOmsec を境界とし 中潜時成分と長潜時成分とに分け

た。そしてこのような特徴から SEP の中～長潜時成分

のうち早期に出現するものほど大脳皮質一次感覚野と密

接な関係をもって発生し 反対に潜時が長くなるにつれ

て皮質連合野やその他の皮質領域など，体性感覚系とは

別な非特異的な経路から生じているものと考えられてい

る32 ）。Goff らは Pl ～N2 成分は特殊視床皮質投射系を

表現し， P3 成分は皮質連合野の反応， N3 以後の成分

は体性感覚系以外の経路によるものであるといってい

る33 ）。また，視床は脳幹部網様体からの入力を受け，皮

質と視床皮質路を形成するとされている礼 35 ）ので，本研

究の中潜時成分は脳幹部や視床の機能を反映するものと

考えられる。また，意識状態、や注意など精神的要因でも

変化しやすい大脳誘発電位の中～長潜時成分の生理学的

機序は複雑であるが， i替時の変化は大脳白質，振幅の変

化は大脳灰白質の機能を反映するという報告36,37 ）がある。

本研究の SEP の結果では ペパーミントでの有意な

変化は，匂い刺激中あるいは刺激15 分後にみられる， P5,

P6, N6 ，の長潜時成分の潜時短縮と匂い刺激中から

刺激後にかけての中～長潜時成分にわたる振幅減少で

あった。ラベンダーでの有意な変化は，匂い刺激中ある

いは刺激後の， Nl, P3, N3 の中潜時成分と P7 ～N

8 の長潜時成分の潜時延長であり，頂点問振幅は，匂い

刺激中あるいは刺激後に P2-N2 N2-P3 の中潜時

成分で振幅増大し P4 -N 4 から P6 -N 6 にかけての長

潜時成分で振幅減少した。まとめると，本研究の SEP

の結果では，ペパーミントでは，長潜時成分で潜時短縮，

中～長潜時成分で振幅減少し，ラベンダーでは，中～長
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i替時成分でi替時延長し，中潜時成分で振幅増大と長潜時

成分で振幅減少していた。P6 -N6 頂点間振幅はペパー

ミントとラベンダーのいずれでも匂い刺激中から刺激後

にかけて減少していた。

嘆覚系では嘆上皮においても ある程度の匂いの識別

が行われており38) ペパーミントとラベンダーとの匂い

が喚上皮から嘆球を経て眼寓前頭葉嘆覚領に達するまで

にも識別され，脳幹部，視床などにも影響を及ぼし，そ

れぞれSEP と脳波に対して異なる作用を呈したものと

考えられる。

本研究の結果で，ペパーミントの匂い刺激は，SEP 中～

長潜時成分にわたって振幅減少させたことより，中枢神

経系への抑制作用を呈したものと考えられるが，長潜時

成分で潜時短縮させたことは 潜時の変化は大脳白質の

機能を反映するという報告36,37）から ペパーミントの匂

い刺激は大脳白質には何らかの興奮作用を呈したものと

考えられる。ラベンダーの匂い刺激は， SEP 長潜時成分

を潜時延長，振幅減少させたことより，大脳への抑制作

用を持つものと考えられる。中潜時成分でも潜時延長さ

せたことから，ラベンダーの匂い刺激は脳幹部や視床へ

も抑制作用を持つものとも考えられるが，中潜時成分の

振幅を増大させたことは 大脳抑制により二次的に視床

皮質路，視床，脳幹部の神経活動が解放されたことを示

唆しているものではないかと考えられる。また，ペパー

ミントとラベンダーの匂い刺激によって共に長潜時成分

では振幅減少がみられたことより どちらも大脳灰白質

に対しては抑制作用を呈したものと考えられる。特に，

主要成分P6 -N6 成分の振幅の減少は，ペパーミント

とラベンダーの匂い刺激中から匂い刺激後まで継続した。

花野らは，それぞれdiazepam,sodium valproate 服用後，

継続して SEP のP6 -N6 成分が振幅減少したことから，

GABA 系を介して大脳灰白質が抑制されたものと推測

している39）。 井崎らは， VEP による結果からも，ペパー

ミントとラベンダーの匂い刺激がGABA 系を介して中

枢神経を抑制すると推測している14）。 これらのことより，

本研究でも，ペパーミントとラベンダーの匂い刺激は

GABA 系を介して大脳を抑制したものと推測された。

diazepam とsodium valproate は抗痘筆剤として臨床適用

されているが，ペパーミントとラベンダーの匂い刺激も

抗痩筆作用を持つとの報告もある40,41）。

本研究の脳波power% の結果では，ペパーミントでは，

匂い刺激中のα1 波帯域と匂い刺激後の戸2波帯域が有

意に減少したが，一定の傾向は見い出せなかった。ラベ

三木佐知子他

ンダーでは，匂い刺激中の単極誘導で， o, e波帯域の

減少がみられたが，匂い刺激後は， o, e波帯域と α波
~

N 1, P2潜時と脳波のα2以上の速波帯域のpower% と

は，ペパーミントおよびラベンダーの匂い刺激中，およ

び後において著明な正相関が認められたが， SEP 成分振

幅と脳波power% との間では一定の傾向のある有意な相

関は認められなかった。

ペパーミントに関する報告としては，ペパーミントで

はラベンダーと同様に睡眠時間を延長させた42）というも

のもある。しかし， Klemm らはペパーミントが安静覚

醒時のヒトの 0波を減少させた3）とし 木ノ桐らは AEP

の中潜時成分の潜時短縮，振幅増大と脳波power% の0

波帯域減少からペパーミントの匂い刺激は覚醒度を上昇

させた13）と報告した。Pietro らは stage 2の睡眠中のヒト

に0.26mg/ Rのペパーミントの匂い刺激を与え， EEG

上，覚醒時EEG に似た high frequency EEG burst の出現

率が匂い刺激中に有意に増加し，心拍数の有意な増加，

筋電図の有意な減少がみられ，覚醒度については匂いの

有無で有意な変化はなかった43）としており、文献的には

ペパーミントの覚醒度上昇作用の有無については現在の

ところ一致した見解は得られていない。井崎もペパーミ

ントの匂い刺激中に脳波power% がα波帯域での減少と

p波帯域での増加とともに 8波帯域での増加を報告し，
覚醒度の上昇を示すとは言い難いとしている14）。本研究

でも，ペパーミントによる匂い刺激の脳波のパターンは

一定の傾向を示さず，脳波からはペパーミントの大脳へ

の作用を推測することはできなかった。ラベンダーによ

る脳波変化については Klemm らは 0波が増加した3）と

報告し，山口らはα1 およびα2波，特に α2 - 1波帯

域（10～11. 4Hz ）で出現量が多かったとし，被験者の

緊張が緩和ないし抑制されたためと考察している9）。 ま

た，ラベンダーオイルを封入した寝具を用い睡眠ポリグ

ラフを記録した結果，深睡眠とレム睡眠が増加したとい

う報告がある26）。井崎らは VEP の潜時延長，振幅減少

と脳波power% の0波帯域増加から，ラベンダーの匂い

刺激の中枢神経抑制作用や鎮静催眠作用を推測している。

本研究でも，匂い刺激後の脳波power% が8，。波帯域

とα波帯域で増加したことから，ラベンダーの匂い刺

激は，大脳に抑制および鎮静作用を及ぼすものと考えら

れた。

以上のことから，ペパーミントの匂い刺激では，脳波

では一定の傾向を見い出せなかったが， SEP では，長潜
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時成分で潜時短縮し 中～長潜時成分で振幅減少したこ

とより，脳幹部，視床から大脳にかけて抑制作用を持つ

が，長潜時成分が短縮したことにより，大脳白質にはな

んらかの興奮作用を呈することが推測された。ラベン

ダーの匂い刺激では，脳波 power% の 8，。およびα波

帯域の増加と SEP の長潜時成分での潜時延長，振幅減

少から大脳に抑制作用を及ぼすことが示されたが， SEP

の中潜時成分の振幅増大からは大脳抑制により二次的に

視床皮質路，視床，脳幹部の神経活動が解放されること

が推測された。また ペパーミントとラベンダーの匂い

刺激の抑制作用は GABA 系を介するものと考えられた。
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The effect of odo γs of lavender and peppermint on the human SEP (Somatosensory 

Evoked Potential) and EEG 

Sachiko ル1iki ，九1.ichiko Kinogiri, Yumiko Izaki ，九1asao Okw ’a and Takumi Ikuta 

Department of Neuropsychiatry, School of Medicine, The Unit 貯 sity ofTokushima, Tokushima 

(Directer : Prof Takumi Ikuta) 

SUMMARY 

The effects of the odor, peppermint and lavender, on the human SEP (Somatosensory Evoked 

Potential) were studied with 15 healthy male subjects, aged 22 ～39 years. EEGs containing SEPs 

evoked by electric stimuli were recorded, together with EEGs, from the two derivations (monopolar : 

C3 ’→A 1+2,bipolar: C 3’→F 3'), averaging 100 responses with 1024 msec of analysis time. In each 

experimental session, EEGs containing SEPs were recorded before, during and 15, 30 minutes after 

the inhalation of air and the odor. Consecutive changes on group mean SEPs were studied. 

Indivisual SEPs were subjected to the component analysis, and to the statistical assessment together 

with EEG . The following results were obtained. 

1. During and after inhalation of peppermint, the latencies of long latency components of 

SEPdecreased, and the peak-to-peak amplitudes of middle and long latency components decreased 

significantly. In EEG ，α1 power % increased during inhalation and then 戸2 power % decreased 

significantly after inhalation. 

2. During and after inhalation of lavender, the latencies of middle and long latency components of 

SEP increased, and the peak-to-peak 出nplitude of middle latency components increased, and that of 

long latency components decreased significantly. After inhalation, in EEG, 8, 0andαpower% 

increased and 戸2 power % decreased. 

3. These 白ndings indicate that peppermint might activate cerebral whtite matter, lavender might 

release the activity in thalamocortical tract, in consequence of cerebral inhibition, besides inhibitory 

effects of peppermint and lavender through GABA neuron system. 

Key words: somatosensory evoked potential, EEG, odor, peppermint, lavender 


